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大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

大阪赤十字病院の理念

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
病院のご案内

https://www.osaka-med.jrc.or.jp

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和7年10月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111■お問い合わせ （代表）
大阪赤十字病院

https://www.jrc.or.jp赤十字全般

LINE

初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０ 再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５

診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。

土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、一部を制限しています。

保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。また、変更・更新の際は必ずご提出ください。■保険証等
■ご 面 会
■診 察 券
■休 診 日

随時配信中！
フォローしてね友だち登録してね

当院は
敷地内全面
禁煙です
ご理解とご協力を
お願いします。

サンリオから
車椅子の寄贈がありました

news

株式会社サンリオがかねてより「One
World, Connecting Smiles.」のビジョン
のもと実施している「Sanrio Nakayoku
Project（世界中に笑顔を届ける社会貢献
活動）」の一環として、サンリオキャラクター
のデザインを付
した車椅子47台
を日本赤十字社
へご寄贈いただ

き、当院に１台整備されました。
　サンリオの「小児医療に役立ててほしい」という
意向に基づき、小児病棟である８階B病棟に設置
しています。

放射線治療用リニアックが
更新されました

放射線治療科

　放射線治療機器「リニアック」が更新
され、リニアック室の内装も新しくなり、
より快適に放射線治療を受けていた
だけるようになりました。また、治療
計画専用CTの導入により撮影の待ち
時間が大幅に短縮され、患者さんの
負担が軽減されます。
新機能としては６軸ベッドを導入、

脊椎転移に対する定位照射ができる
ようになりました。少ない数の転移に
限定されますが、２ー５回の照射で大
線量を投与できるため、通院回数を
減らしながら同時に疼痛緩和や局所
制御が得られやすくなります。多発性

脳転移に対してはハイパーアークを導入。今まで院内でできなかった脳
転移に対する定位照射により、副作用が少なく腫瘍縮小効果の高い治療
ができます。今まで以上に患者さんにやさしく、より効果の高い放射線
治療を提供していきます。

第15回 親と子の防災体験セミナー
「災育　　 」を開催します

　「災育」は親子で参加できる防災体験イベントです。
　開催日時は12月7日（日）10:30～15:00。小学4～6年生とその保護者
250組程度を募集します。参加費無料。申込開始は10/1(水)からです。
下記のURLまたはQRコードより申し込み可能です。
　今回、初めて冬に開催します。昨年は
260組の申し込みがあり、応急手当や
避難所体験が好評でした。今年も起震
車や白バイ、自衛隊車両の展示、VR
体験などを予定しています。家族で楽し
みながら“もしも”に備えましょう。詳細
は病院ホームページをご確認ください。
皆さまのご参加をお待ちしています。

event

参加受付申し込み
はこちらから

次回の定例イベントはスプリングコンサートを予定しています。
ぜひご来場ください。（詳細は当院公式Instagram、LINEなどでお知らせします。）

→

（さいいく）

セプテンバーコンサートを開催しましたevent
▲昨年度の災育の様子

　９月６日(土)、定例イベント
「セプテンバーコンサート」を
開催しました。今回は三部構
成で、第一部では当院の畔柳
薬剤師が所属するアンサン
ブルグループ『miniDra』の
皆さんに、「スペクタキュラ
ー・ディズニー・メドレー」や
「いのちの歌」、「EARTH BEAT～大地の鼓動」、「エンターテイナー」をエレク

トーン、ピアノ、アルトサックスで、多くの方々の心に
響く素敵な演奏を披露していただきました。
　第二部では、日本赤十字社大阪府支部芸能奉仕団
のキタノ大地さんによる「マジックショー」で、お子さ
まからお年寄りまで驚きと感動を届けていただきま
した。

　第三部では、同支部芸能
奉仕団の遥ゆきさんによ
る歌謡ショー。昭和の懐か
しいメドレーなどを披露し
ていただき、笑顔と手拍子
が会場を包みました。

無機抗菌剤・印刷・印刷面
JP0122518A0001V

特　集

食だより〈秋〉オリーブときのこのマリネ／お薬ミニ知識  お薬の名前あれこれ
がん診療センターからのご案内／かかりつけ医をもちましょう

シエラレオネから、当院に研修員の方が来られました／Topics Box ニュース＆イベント

「脊椎センター」と「人工関節センター」を新たに開設しました！

整形外科部長  JUN KAWAI川合  準 ／ 看護係長 中西 庸子
／看護師レポートシリーズ 情熱の白衣 医師の素顔●94

アンサンブルグループ『miniDra』アンサンブルグループ『miniDra』

キタノ大地さんキタノ大地さん

遥ゆきさん遥ゆきさん

https://forms.gle/
　　  SWQAR2ouQJEXN4iV9
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①
周
術
期
の
合
併
症
を
で
き
る
だ
け
減
ら

す
た
め
に
、手
術
前
に
全
身
状
態
の
評
価
を

十
分
に
行
い
、総
合
病
院
の
利
点
を
活
か
し

て
他
の
診
療
科
と

密
に
連
携
を
と
っ

て
手
術
を
行
い

ま
す
。

　
②
安
定
し
た

長
期
成
績
を
達

成
す
る
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
正
確

な
位
置
に
人
工
関
節
を
設
置
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

画
像
に
よ
る
３
次
元
術
前
計
画（
図
１
）、A
R

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョン（
図
２
）、術
中
イ
メ
ー
ジ
な
ど

の
最
新
の
医
療
機
器
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
③
周
術
期
の
痛
み
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
た
め
に
、筋
肉
や
関
節
包
靱
帯
を
切
離

し
な
い
低
侵
襲
手
術（
M
I
S
）、神
経
ブ
ロッ
ク

や
各
種
鎮
痛
薬
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
、円
滑
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
と
な
り
、術
後
早
期
の
回
復
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
④
創
部
の
整
容
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
小
さ
な
皮
膚
切
開
で
手
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。特
に
股
関
節
は
横
切
開
で

行
って
い
ま
す
。

　
⑤
可
動
域
訓
練
、筋
力
強
化
訓
練
、歩
行

訓
練
な
ど
、退
院
後
の
生

活
動
作
を
想
定
し
た
専

門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

手
術
後
約
２
週
間
で
退

院
と
な
り
ま
す
が
、リ
ハ

ビ
リ
継
続
を
ご
希
望
の

患
者
さ
ん
、退
院
困
難
な

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

連
携
病
院
に
転
院
し
て

人
工
関
節
セ
ン
タ
ー

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、変
形
性
関
節
症
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
へ
の
治
療
と
し
て
、

股
関
節（
T
H
A
）、膝
関
節（
T
K
A
、U
K
A
）、肩
関
節（
T
S
A
、R
S
A
）の
人
工
関
節
手
術
を
行
い
ま
す
。

2

「脊椎センター」と「人工関節センター」　を新たに開設しました！
高齢化社会に伴い整形外科の分野において、「脊椎センター」と「人工関節センター」を新たに

川
合  

準

人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
長

兼
整
形
外
科
部
長
、

兼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長

十
分
回
復
す
る
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
、人
工
関
節

手
術
は
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き
、最
新

の
知
見
に
基
づ
く
安
全
な
医
療
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ま

の
機
能
回
復
の
た
め
、ス
タ
ッ
フ一同
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、「
腰
が
痛
い
」「
背
中
が

曲
が
っ
て
き
た
」「
手
足
が
し
び
れ
る
」な
ど
の

症
状
を
感
じ
る
方
が
増
え
て
き
ま
す
。こ
う

し
た
不
調
は
、〝
せ
ぼ
ね
〞に
原
因
が
あ
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。〝
せ
ぼ
ね
〞は
、体
を

支
え
る「
柱
」で
あ
る
と
同
時
に
、手
足
を
動

か
す
命
令
を
伝
え
る「
神
経
の
通
り
道
」で
も

あ
り
ま
す
。そ
こ
に
異
常
が
起
き
る
と
、立
つ・

歩
く・物
を
持
つ
と
いっ
た
日
常
の
動
作
が
思
う

よ
う
に
で
き
な
く
な
り
、生
活
の
質
が
大
き
く

下
が
って
し
ま
い
ま
す
。実
際
に
日
本
で
は
、65

歳
以
上
の
約
４
割
が
脊
椎
由
来

の
痛
み
や
運
動
障
害
を
経
験
し

て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、高
齢
者
の
骨
粗
鬆
症
に
よ

る〝
せ
ぼ
ね
〞の
骨
折（
椎
体
骨

折
）は
年
間
10
万
人
以
上
に
の
ぼ

り
、寝
た
き
り
や
要
介
護
の
原
因

に
も
な
って
い
ま
す
。〝
せ
ぼ
ね
〞の

健
康
を
守
る
こ
と
は
、健
康
寿
命

を
延
ば
し
、元
気
に
長
生
き
す
る
た
め
に
と
て

も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　〝
せ
ぼ
ね
〞に
問
題
が
起
こ
る
と
、頸
部
痛・

腰
痛
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
不
調
が
あ
ら

わ
れ
ま
す
。た
と
え
ば
、・背
中
が
丸
く
な
り
、

ま
っ
す
ぐ
立
て
な
い・
手
や
足
へ
放
散
す
る

痛
み・歩
く
と
足
が
し
び
れ
て
休
み
た
く
な
る・

お
箸
や
ボ
タ
ン
か
け
が
う
ま
く
で
き
な
い
、

な
ど
、症
状
は
全
身
の
多
岐
に
及
び
ま
す
。

　
治
療
は
、コ
ル
セ
ッ
ト
固
定
、お
薬
の
内
服
、

運
動
療
法
、ブ
ロッ
ク
注
射
と
いっ
た
保
存
治
療

か
ら
始
め
る
の
が一般
的
で
、多
く
の
方
は
こ
れ

で
症
状
が
改
善
し
ま
す
。し
か
し
、強
い
痛
み

で
日
常
生
活
が
送
れ
な
い
と
き
や
、手
足
の
麻

痺
が
進
み
放
置
す
る
と
後
遺
症
が
残
る
よ
う

な
と
き
に
は
、手
術
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、患
者
さ
ん
の
年
齢
、症
状
、

日
常
生
活
レ
ベル
に
合
わ
せ
て
、そ
の
方
に
適
し

た
手
術
を
検
討
し
、行
っ
て
い
ま
す
。一般
的
な

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど
の

手
術
は
も
ち
ろ
ん
、難
治
症
例
の
多
い
、骨
粗

鬆
症
に
よ
る
椎
体
骨
折
手
術
や
、成
人
脊
柱

変
形
の
矯
正
手
術
な
ど
、幅
広
い
疾
患
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、糖
尿
病
や
心
臓
病
、

脊
椎
セ
ン
タ
ー

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、一般
的
な
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
脊
柱
管
狭
窄
症
を
は
じ
め
、成
人
脊
柱
変
形
に
対
す
る
専
門
的
な
治
療
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、近
年
増
加
し
て
い
る
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
椎
体
骨
折
な
ど
の
治
療
も
行
い
ま
す
。

1

堤  

良
祐

脊
椎
セ
ン
タ
ー
長

兼
整
形
外
科
部
副
部
長

透
析
な
ど
、持
病
の
あ
る
方
で
も
、病
院
内
の

各
科
と
連
携
し
な
が
ら
安
全
に
治
療
を
進
め

て
い
ま
す
。

　「
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
」と
あ
き
ら
め
ず
に
、

「
ち
ょっ
と
気
に
な
る
な
」と
い
う
段
階
で
早
め

に
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、病
気
や
骨
折

の
早
期
発
見
に
な
り
、健
康
寿
命
を
延
ば
す

第
一
歩
と
な
り
ま
す
。気
に
な
る
症
状
が
あ
る

方
は
、ま
ず
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
い
た

だ
き
、そ
こ
か
ら
当
院
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

▲図1  3次元術前計画

■
当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

■
せ
ぼ
ね（
脊
椎
）に

問
題
が
あ
る
と
？

■
せ
ぼ
ね（
脊
椎
）の
病
気
の

症
状
と
治
療

▲図2  ARナビゲーション
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令和7年（2025年）7月

開設しました。各専門医が高い安全性と精度を追求し、治療にあたります。
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①
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術
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症
を
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。
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績
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け
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す
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の
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１
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R

ナ
ビ
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ー
シ
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図
２
）、術
中
イ
メ
ー
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な
ど

の
最
新
の
医
療
機
器
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
③
周
術
期
の
痛
み
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
た
め
に
、筋
肉
や
関
節
包
靱
帯
を
切
離

し
な
い
低
侵
襲
手
術（
M
I
S
）、神
経
ブ
ロッ
ク

や
各
種
鎮
痛
薬
を
積
極
的
に
使
用
し
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
、円
滑
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
と
な
り
、術
後
早
期
の
回
復
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
④
創
部
の
整
容
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
小
さ
な
皮
膚
切
開
で
手
術
を

行
っ
て
い
ま
す
。特
に
股
関
節
は
横
切
開
で

行
って
い
ま
す
。

　
⑤
可
動
域
訓
練
、筋
力
強
化
訓
練
、歩
行

訓
練
な
ど
、退
院
後
の
生

活
動
作
を
想
定
し
た
専

門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

手
術
後
約
２
週
間
で
退

院
と
な
り
ま
す
が
、リ
ハ

ビ
リ
継
続
を
ご
希
望
の

患
者
さ
ん
、退
院
困
難
な

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

連
携
病
院
に
転
院
し
て

人
工
関
節
セ
ン
タ
ー

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、変
形
性
関
節
症
や
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
へ
の
治
療
と
し
て
、

股
関
節（
T
H
A
）、膝
関
節（
T
K
A
、U
K
A
）、肩
関
節（
T
S
A
、R
S
A
）の
人
工
関
節
手
術
を
行
い
ま
す
。

2

「脊椎センター」と「人工関節センター」　を新たに開設しました！
高齢化社会に伴い整形外科の分野において、「脊椎センター」と「人工関節センター」を新たに

川
合  

準

人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
長

兼
整
形
外
科
部
長
、

兼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長

十
分
回
復
す
る
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
を
継
続
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
り
、人
工
関
節

手
術
は
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー
で
は
引
き
続
き
、最
新

の
知
見
に
基
づ
く
安
全
な
医
療
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ま

の
機
能
回
復
の
た
め
、ス
タ
ッ
フ一同
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
る
と
、「
腰
が
痛
い
」「
背
中
が

曲
が
っ
て
き
た
」「
手
足
が
し
び
れ
る
」な
ど
の

症
状
を
感
じ
る
方
が
増
え
て
き
ま
す
。こ
う

し
た
不
調
は
、〝
せ
ぼ
ね
〞に
原
因
が
あ
る
こ
と

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。〝
せ
ぼ
ね
〞は
、体
を

支
え
る「
柱
」で
あ
る
と
同
時
に
、手
足
を
動

か
す
命
令
を
伝
え
る「
神
経
の
通
り
道
」で
も

あ
り
ま
す
。そ
こ
に
異
常
が
起
き
る
と
、立
つ・

歩
く・物
を
持
つ
と
いっ
た
日
常
の
動
作
が
思
う

よ
う
に
で
き
な
く
な
り
、生
活
の
質
が
大
き
く

下
が
って
し
ま
い
ま
す
。実
際
に
日
本
で
は
、65

歳
以
上
の
約
４
割
が
脊
椎
由
来

の
痛
み
や
運
動
障
害
を
経
験
し

て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、高
齢
者
の
骨
粗
鬆
症
に
よ

る〝
せ
ぼ
ね
〞の
骨
折（
椎
体
骨

折
）は
年
間
10
万
人
以
上
に
の
ぼ

り
、寝
た
き
り
や
要
介
護
の
原
因

に
も
な
って
い
ま
す
。〝
せ
ぼ
ね
〞の

健
康
を
守
る
こ
と
は
、健
康
寿
命

を
延
ば
し
、元
気
に
長
生
き
す
る
た
め
に
と
て

も
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　〝
せ
ぼ
ね
〞に
問
題
が
起
こ
る
と
、頸
部
痛・

腰
痛
だ
け
で
な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
不
調
が
あ
ら

わ
れ
ま
す
。た
と
え
ば
、・背
中
が
丸
く
な
り
、

ま
っ
す
ぐ
立
て
な
い・
手
や
足
へ
放
散
す
る

痛
み・歩
く
と
足
が
し
び
れ
て
休
み
た
く
な
る・

お
箸
や
ボ
タ
ン
か
け
が
う
ま
く
で
き
な
い
、

な
ど
、症
状
は
全
身
の
多
岐
に
及
び
ま
す
。

　
治
療
は
、コ
ル
セ
ッ
ト
固
定
、お
薬
の
内
服
、

運
動
療
法
、ブ
ロッ
ク
注
射
と
いっ
た
保
存
治
療

か
ら
始
め
る
の
が一般
的
で
、多
く
の
方
は
こ
れ

で
症
状
が
改
善
し
ま
す
。し
か
し
、強
い
痛
み

で
日
常
生
活
が
送
れ
な
い
と
き
や
、手
足
の
麻

痺
が
進
み
放
置
す
る
と
後
遺
症
が
残
る
よ
う

な
と
き
に
は
、手
術
治
療
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、患
者
さ
ん
の
年
齢
、症
状
、

日
常
生
活
レ
ベル
に
合
わ
せ
て
、そ
の
方
に
適
し

た
手
術
を
検
討
し
、行
っ
て
い
ま
す
。一般
的
な

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
脊
柱
管
狭
窄
症
な
ど
の

手
術
は
も
ち
ろ
ん
、難
治
症
例
の
多
い
、骨
粗

鬆
症
に
よ
る
椎
体
骨
折
手
術
や
、成
人
脊
柱

変
形
の
矯
正
手
術
な
ど
、幅
広
い
疾
患
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、糖
尿
病
や
心
臓
病
、

脊
椎
セ
ン
タ
ー

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、一般
的
な
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
や
脊
柱
管
狭
窄
症
を
は
じ
め
、成
人
脊
柱
変
形
に
対
す
る
専
門
的
な
治
療
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、近
年
増
加
し
て
い
る
骨
粗
鬆
症
に
よ
る
椎
体
骨
折
な
ど
の
治
療
も
行
い
ま
す
。

1

堤  

良
祐

脊
椎
セ
ン
タ
ー
長

兼
整
形
外
科
部
副
部
長

透
析
な
ど
、持
病
の
あ
る
方
で
も
、病
院
内
の

各
科
と
連
携
し
な
が
ら
安
全
に
治
療
を
進
め

て
い
ま
す
。

　「
年
だ
か
ら
仕
方
な
い
」と
あ
き
ら
め
ず
に
、

「
ち
ょっ
と
気
に
な
る
な
」と
い
う
段
階
で
早
め

に
相
談
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、病
気
や
骨
折

の
早
期
発
見
に
な
り
、健
康
寿
命
を
延
ば
す

第
一
歩
と
な
り
ま
す
。気
に
な
る
症
状
が
あ
る

方
は
、ま
ず
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
い
た

だ
き
、そ
こ
か
ら
当
院
に
ご
相
談
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

▲図1  3次元術前計画

■
当
セ
ン
タ
ー
の
特
徴

■
せ
ぼ
ね（
脊
椎
）に

問
題
が
あ
る
と
？

■
せ
ぼ
ね（
脊
椎
）の
病
気
の

症
状
と
治
療

▲図2  ARナビゲーション
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薬剤部
調剤課
調剤連携係長
山本  崇

お 薬
ミニ知識

看
護
係
長  

中
西
庸
子

　「
進
化
を
や
め
た
ら
終
わ
り
。そ
れ
が
、

私
た
ち
医
者
の
宿
命
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」。淡
々
と
し
た
口
調
が
、か
え
って
芯
の

強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
川
合
医
師
。新
人
の

頃
よ
り
も
む
し
ろ
中
堅
に
な
って
か
ら
、他

院
の
手
術
見
学
や
海
外
で
の
手
術
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
進
ん
で
参
加
。最
新
の
施
術
方

法
や
器
具
に
つい
て
、ス
キ
ル
や
情
報
を
更

新
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
も
ち
ろ

ん
他
の
診
療
科
も
日
々
進
歩
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、と
く
に
人
工
関
節
の
手
術

に
関
し
て
は
、こ
の
十
数
年
で
驚
く
ほ
ど
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
が
あ
っ
た
の
で
」。

　
か
つ
て
医
大
生
だ
っ
た
頃
は
、将
来
を

決
め
る
診
療
科
選
び
も
情
報
が
乏
し
く
、

「
若
手
も
執
刀
の
機
会
が
多
い
」と
耳
に

し
た
整
形
外
科
へ
。実
際
は
そ
う
簡
単
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、見
習
い
期
間
を
経

て
執
刀
医
と
し
て
経
験
を
重
ね
つつ
、「
自

分
に
で
き
る
こ
と
」を
模
索
し
て
いっ
た
。

「
整
形
外
科
と
いっ
て
も
、脊
椎
や
ス
ポ
ー

ツ
整
形
な
ど
、専
門
分
野
は
さ
ま
ざ
ま
。

多
く
の
症
例
に
向
き
合
う
な
か
で
、得
意

な
分
野
を
見
つ
け
る
ん
で
す
」。川
合
医

師
の
場
合
、そ
れ
が
人
工
関
節
だ
っ
た
。

「
気
持
ち
の
上
で
も
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
ね
。

術
前
は
痛
み
で
思
う
よ
う
に
動
け
な
か
っ

た
患
者
さ
ん
が
、術
後
は
自
由
に
身
体
を

操
れ
る
よ
う
に
な
る
。そ
の
、〝
良
く
な
っ

た
！
〞と
い
う
実
感
が
う
れ
し
く
て
」。

　
技
術
革
新
に
よ
っ
て
身
体
へ
の
負
担
が

減
り
、精
度
も
上
が
っ
た
人
工
関
節
手
術
。

た
だ
、ど
ん
な
に
典
型
的
な
症
例
で
も
、

川
合
医
師
が
や
る
と
決
め
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。そ
れ
は
、術
前
の
シ
ミュレ
ー
シ
ョン
。

「
ど
の
順
番
で
、ど
う
手
を
動
か
す
か
、

ひ
と
と
お
り
頭
の
中
で
や
って
み
る
。私
に

と
っ
て
は
、手
術
を
安
全
に
遂
行
す
る

の
に
欠
か
せ
な
い
準
備
の
ひ
と
つ
で
す
」。

意
外
に
も
、こ
の
習
慣
を
は
じ
め
た
の
は

ベ
テ
ラ
ン
に
な
って
か
ら
だ
と
打
ち
明
け
る

川
合
医
師
。「
新
人
医
師
は
、最
初
の
数

年
間
に
ゼ
ロ
か
ら
急
成
長
す
る
せ
い
で
、

つい〝
な
ん
で
も
で
き
る
〞と
思
い
が
ち
に
。

け
れ
ど
そ
の
後
、さ
ら
に
多
く
の
壁
に

ぶ
つ
か
り
、本
当
に
成
長
で
き
る
ん
で
す
」

と
、若
か
り
し
頃
の
自
分
に
苦
笑
い
。

　
多
く
の
経
験
に
よ
って
培
わ
れ
た
川
合

医
師
の〝
安
全
〞へ
の
思
い
は
、〝
進
化
〞と

並
ぶ
重
要
な
指
針
と
な
っ
て
い
る
。「
古
い

や
り
方
に
固
執
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
、

新
し
い
も
の
に
飛
び
つ
く
の
も
良
く
あ
り

ま
せ
ん
」。メ
ー
カ
ー
が〝
最
先
端
〞と
触

れ
込
ん
で
い
た
の
に
、結
局
は
淘
汰
さ
れ

た
器
具
も
。常
に
新
た
な
技
術
に
目
を
向

け
な
が
ら
も
、じ
っ
く
り
見
据
え
て
導
入

を
決
め
る
の
が
、こ
の
春
か
ら
川
合
医
師

が
率
い
る
当
院
の
整
形
外
科
の
モ
ッ
ト
ー

だ
。「
新
た
に
開
設
し
た〝
人
工
関
節
セ
ン

タ
ー
〞や〝
脊
椎
セ
ン
タ
ー
〞も
、よ
り
専
門

的
に
多
く
の
患
者
さ
ん
を
支
え
る
た
め
の

も
の
で
す
が
、決
し
て
数
だ
け
を
追
わ
な

い
よ
う
に
」。「
ま
ず
は
安
全
を
第
一に
、

一
人
ひ
と
り
に
確
か
な
施
術
が
で
き
る
こ

と
を
前
提
に
、コ
ツ
コ
ツ
症
例
を
積
み
重
ね

て
い
け
た
ら
」と
、静
か
な
が
ら
も
力
強
く

語
っ
た
。

患
者
さ
ん
の“
よ
り
良
く
”を
め
ざ
し
て
︑

人
工
関
節
の
スペシ
ャ
リ
ス
ト
へ
︒

整
形
外
科
部
長
兼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長
兼
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
長

川
合  

準

視
野
を
広
げ
︑ア
ン
テ
ナ
を
立
て
︑

ス
キ
ル
や
知
見
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
︒

な
に
よ
り
も
安
全
に
︑

よ
り
良
く
生
き
る
支
え
に
︒

J
U
N
 
K
A
W
A
I

シ
リ
ー
ズ

ダ
イ
エ
ッ
ト
後
も
固
形
物
を
摂
る
の
は
20
時
ま
で
に
。

情
熱
の
白
衣
医
師
の
素
顔
●94

兵庫県出身。平成3年（1991年）京都大学医学部卒業。同大学大学院医学研究科を修了後、松江赤十字病院（島根県）に赴任。松江市内の玉造厚生年金病院（現JCHO玉造病院）に異動後、同院整形外科
部長、統括診療部長兼人工関節センター長を経て副院長に。令和７年（2025年）4月より当院整形外科部長、兼リハビリテーション科部長に着任。同年7月より人工関節センター長を兼任。

　
オ
リ
ー
ブ
は
香
川
県
で
多
く
栽
培
さ
れ
て
お
り
全
国
の
収
穫
量
の
９
割

近
く
を
占
め
、小
豆
島
は
国
産
オ
リ
ー
ブ
栽
培
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
旬
を
迎
え
ま
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
の
実
の
色
の
違
い
は
、品
種
で
は
な
く
、成
熟
度
に
よ
る
も
の
で
す
。

若
い
う
ち
は
緑
色
を
し
て
い
ま
す
が
、徐
々
に
紫
色
と
な
り
、最
終
的
に
は
黒
色

に
な
り
ま
す
。緑
色
の
オ
リ
ー
ブ
は
渋
み
が
強
い
の
に
比
べ
、黒
色
ま
で
成
熟

す
る
と
甘
味
が
あ
り
、ま
ろ
や
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、成
熟
度
に
よ
っ
て
含
有
量
の
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ポ
リ
フェノ
ー
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、β‐

カ
ロ
テ
ン
、オ
レ
イ
ン
酸
な
ど
が
多
く
含
ま

れ
ま
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
の
実
は
収
穫
後
、塩
漬

け
や
オ
イ
ル
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形

に
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、料
理
に

取
り
入
れ
や
す
い
食
材
で
す
。今
回

は
、オ
リ
ー
ブ
を
使
用
し
た
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
試
し

く
だ
さ
い
。

●

栄
養
管
理
課
管
理
栄
養
士  

上
田
真
未

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

200kcal
1.5g
16.5g
12.7g
1.6g

■栄養成分（1人分）

オ
リ
ー
ブ
と
き
の
こ
の
マ
リ
ネ

食
だ
よ
り

秋

お
薬
の
名
前

　
先
日
テ
レ
ビ
で
、「
宅
急
便
」は
ヤ
マ
ト
運
輸
の
サ
ー
ビ
ス
商
標
で
、一
般

的
な
名
称
は「
宅
配
便
」で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。他
に
も
、「
セ
ロ

テ
ー
プ
」「
シ
ー
チ
キ
ン
」「
万
歩
計
」「
エ
レ
ク
ト
ー
ン
」な
ど
、当
た
り
前
に

使
って
い
る
商
品
名
は
意
外
と
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
医
薬
品
の
世
界
に
も
商
品
名
と一般
名
が
あ
り
ま
す
。例
と
し
て
、熱

や
痛
み
を
抑
え
る
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フェン
は一般
名
で
す
が
、あ
ゆ
み
製
薬
が

製
造
す
る
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フェン
製
剤
の
商
品
名
は「
カ
ロ
ナ
ー
ル
」で
す
。

名
前
の
由
来
は「
熱
や
痛
み
が
と
れ
て
軽
く
、楽
に
な
る
」と
い
う
意
味
で
、

「
カ
ロ（
軽
）ナ
ー
ル（
な
る
）」と
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
す
。一方
で
、久
光
製

薬
の「
ア
ル
ピ
ニ
ー
坐
剤
」、ヴ
ィ
ア
ト
リ
ス
製
薬
の「
ア
ン
ヒ
バ
坐
剤
」、テ
ル

モ
の「
ア
セ
リ
オ
静
注
液
」も
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フェン
製
剤
で
あ
り
、会
社
に

よ
って
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。薬
局
で
購
入
で
き

る
お
薬
と
し
て
、「
タ
イ
レ
ノ
ー
ル
」な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
て
も
や
や
こ
し
い
の
で
す
が
、紛

ら
わ
し
い
名
前
で
な
け
れ
ば
、基
本

的
に
は
販
売
す
る
会
社
が
独
自
に
決
め
る
こ
と
が

可
能
で
す
。と
は
い
え
、さ
ま
ざ
な
お
薬
の
名
前
が
乱
立

す
る
の
は
安
全
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、平
成
17

年（
２
０
０
５
年
）に
厚
生
労
働
省
か
ら
通
知
が
出
さ
れ
、

後
発
医
薬
品
は
、「
有
効
成
分
名
＋
剤
形
＋
含
量
＋
会
社

名
」で
統一さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、カ
ロ
ナ
ー
ル
の
よ
う
に
効
能・効
果
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
お
薬
は
他
に
も
あ
り

ま
す
。例
え
ば
、血
圧
を
下
げ
る
お
薬
で
あ
る
ア
ム
ロ
ジ
ピ
ン
の
商
品
名
と
し
て「
ノ
ル
バ
ス

ク
」と
い
う
お
薬
が
あ
り
ま
す
が
、「N

orm
alize

V
ascular

（
血
管
を
正
常
化
さ
せ
る
）」

の
頭
文
字
を
と
って「N

orvasc

（
ノ
ル
バ
ス
ク
）」と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。「
リ
マ
チ
ル
」「
リ
ウ

マ
ト
レッ
ク
ス
」は
そ
の
名
前
か
ら
想
像
で
き
る
よ
う
に
、リ
ウ
マ
チ
の
治
療
薬
で
す
。下
剤
で

あ
る「
ヨ
ー
デ
ル
」は「
よ
う
出
る（
関
西
弁
？
）」か
と
思
い
き
や
、ス
イ
ス
の
ヨ
ー
デ
ル
の
爽
や

か
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
お
薬
の
名
前
は
複
雑
で
、名
前
が
違
う
の
で
別
の
お
薬
だ
と
思
っ
て
い
た
ら

同
じ
だ
っ
た
、な
ん
て
こ
と
が
あ
り
ま
す
。飲
ん
で
い
る
お
薬
に
つい
て
は
医
師
や
薬
剤
師
に

正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

作り方

　「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」「
自
立

し
た
女
性
と
し
て
生
き
た
い
」と
、

将
来
の
こ
と
ま
で
深
く
考
え
て
選

ん
だ
看
護
職
。入
職
後
は
ベ
テ
ラ
ン

の
先
輩
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
、

と
き
に
は「
厳
し
い
」と
思
う
指
導
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。け
れ
ど
振
り
返
れ

ば
、あ
の
頃
に
得
た
気
づ
き
や
身
に
つ
い
た

考
え
方
が
、今
の
私
が
め
ざ
す
看
護
の
礎
に

な
って
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
そ
れ
は
、例
え
ば「
シ
ー
ツ
が
乱
れ
て
い
た

ら
、で
き
る
だ
け
き
れ
い
に
伸
ば
し
直
す
」

「
患
者
さ
ん
が
自
分
で
動
け
な
い
と
き
、

髪
型
や
身
な
り
を
整
え
て
差
し
あ
げ
る
」

と
いっ
た
些
細
な
こ
と
。優
先
す
べ
き
業
務

に
追
わ
れ
て
つ
い
見
過
ご
し
が
ち
で
す
が
、患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
心
を
和
ら
げ
る
た
め
に
大
事
な
心
遣
い
で
す
。

指
導
の
際
に
先
輩
が
仰
っ
て
い
た
、

「
患
者
さ
ん
の
身
に
な
っ
て
考
え
て

み
て
」の
言
葉
と
と
も
に
、胸
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
に
長
く
お
ら
れ
る
患
者
さ

ん
は
、看
護
師
の一
挙
一
動
に
意
識
が

向
き
や
す
く
、そ
れ
ゆ
え
に
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
、ま
だ
慣
れ
な
い
若
手
の
頃
に
、「
よ
く
が
ん
ば
っ
て

る
よ
」と
患
者
さ
ん
か
ら
励
ま
し
て
も
ら
っ
た
思
い
出
が
。

ま
た
、病
状
だ
け
で
な
く
日
常
的
な
会
話
を
心
が
け
る

こ
と
で
、「
話
す
の
が
楽
し
い
」と
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
も
。

患
者
さ
ん
に
心
を
救
わ
れ
、助
け
ら
れ
、こ
こ
ま
で
や
っ
て

こ
ら
れ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。気
づ
け
ば
看
護
係
長

と
い
う
役
職
で
十
数
年
、こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
の
教
え
に

自
身
の
経
験
を
重
ね
て
、自
分
な
り
の「
心
か
よ
う
看
護
」

を
若
い
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大阪府出身。平成13年（2001年）大阪赤十字病院に入職。整形外科をはじめ、多数の診療科を経験し、
平成22年（2010年）より看護係長に。令和5年（2023年）より再び整形外科を担当。

しめじ、まいたけは石づきを切り落とし、
手でほぐす。マッシュルーム、しいたけは軸
を切り落とし、薄切りにする。エリンギは
２～３㎝程度の食べやすい大きさに切る。

小さな気づきや心遣いの大きさを、
先輩や患者さんから教わった。

20g
20g
20g
20g
20g
20g

しめじ
まいたけ
マッシュルーム
しいたけ
エリンギ
オリーブ（種抜き・スライス）

材料（2人分）

趣味は野球観戦。なんと部長と同じ
球団ファンであることが発覚！

1

耐熱容器に①を入れ、ラップをかけて全体
がしんなりするまで500Ｗの電子レンジで
２分程度加熱する。レンジから取り出し、
粗熱がとれたら、ペーパータオルなどで
水気を切っておく。

2

ボウルにオリーブオイル、酢、砂糖、塩、
こしょうを入れ混ぜ合わせ、マリネ液を
つくる。

3

③にオリーブと②を入れ、全体がなじむ
ように和え、冷蔵庫で冷やす。

マリネ液はきのこ類が温かい
うちに和えると、味がしみこみ
やすくなります。

4

関西に戻り、阪神ファン同志
の息子と通いやすくなった甲
子園を満喫。

※写真は1人分

大さじ２
大さじ２
大さじ１

小さじ1/2
少々

旬を味わう

オリーブオイル
酢
砂糖
塩
こしょう

きのこの種類は
お好みでお選びください。

マリネ液

POINT
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看
護
係
長  

中
西
庸
子

　「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」「
自
立

し
た
女
性
と
し
て
生
き
た
い
」と
、

将
来
の
こ
と
ま
で
深
く
考
え
て
選

ん
だ
看
護
職
。入
職
後
は
ベ
テ
ラ
ン

の
先
輩
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
、

と
き
に
は「
厳
し
い
」と
思
う
指
導
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。け
れ
ど
振
り
返
れ

ば
、あ
の
頃
に
得
た
気
づ
き
や
身
に
つ
い
た

考
え
方
が
、今
の
私
が
め
ざ
す
看
護
の
礎
に

な
って
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
そ
れ
は
、例
え
ば「
シ
ー
ツ
が
乱
れ
て
い
た

ら
、で
き
る
だ
け
き
れ
い
に
伸
ば
し
直
す
」

「
患
者
さ
ん
が
自
分
で
動
け
な
い
と
き
、

髪
型
や
身
な
り
を
整
え
て
差
し
あ
げ
る
」

と
いっ
た
些
細
な
こ
と
。優
先
す
べ
き
業
務

に
追
わ
れ
て
つ
い
見
過
ご
し
が
ち
で
す
が
、患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
心
を
和
ら
げ
る
た
め
に
大
事
な
心
遣
い
で
す
。

指
導
の
際
に
先
輩
が
仰
っ
て
い
た
、

「
患
者
さ
ん
の
身
に
な
っ
て
考
え
て

み
て
」の
言
葉
と
と
も
に
、胸
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
に
長
く
お
ら
れ
る
患
者
さ

ん
は
、看
護
師
の一
挙
一
動
に
意
識
が

向
き
や
す
く
、そ
れ
ゆ
え
に
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
、ま
だ
慣
れ
な
い
若
手
の
頃
に
、「
よ
く
が
ん
ば
っ
て

る
よ
」と
患
者
さ
ん
か
ら
励
ま
し
て
も
ら
っ
た
思
い
出
が
。

ま
た
、病
状
だ
け
で
な
く
日
常
的
な
会
話
を
心
が
け
る

こ
と
で
、「
話
す
の
が
楽
し
い
」と
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
も
。

患
者
さ
ん
に
心
を
救
わ
れ
、助
け
ら
れ
、こ
こ
ま
で
や
っ
て

こ
ら
れ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。気
づ
け
ば
看
護
係
長

と
い
う
役
職
で
十
数
年
、こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
の
教
え
に

自
身
の
経
験
を
重
ね
て
、自
分
な
り
の「
心
か
よ
う
看
護
」

を
若
い
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大阪府出身。平成13年（2001年）大阪赤十字病院に入職。整形外科をはじめ、多数の診療科を経験し、
平成22年（2010年）より看護係長に。令和5年（2023年）より再び整形外科を担当。

小さな気づきや心遣いの大きさを、
先輩や患者さんから教わった。

趣味は野球観戦。なんと部長と同じ
球団ファンであることが発覚！
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薬剤部
調剤課
調剤連携係長
山本  崇

お 薬
ミニ知識

看
護
係
長  

中
西
庸
子

　「
進
化
を
や
め
た
ら
終
わ
り
。そ
れ
が
、

私
た
ち
医
者
の
宿
命
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」。淡
々
と
し
た
口
調
が
、か
え
って
芯
の

強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
川
合
医
師
。新
人
の

頃
よ
り
も
む
し
ろ
中
堅
に
な
って
か
ら
、他

院
の
手
術
見
学
や
海
外
で
の
手
術
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
に
進
ん
で
参
加
。最
新
の
施
術
方

法
や
器
具
に
つい
て
、ス
キ
ル
や
情
報
を
更

新
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。「
も
ち
ろ

ん
他
の
診
療
科
も
日
々
進
歩
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、と
く
に
人
工
関
節
の
手
術

に
関
し
て
は
、こ
の
十
数
年
で
驚
く
ほ
ど
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
が
あ
っ
た
の
で
」。

　
か
つ
て
医
大
生
だ
っ
た
頃
は
、将
来
を

決
め
る
診
療
科
選
び
も
情
報
が
乏
し
く
、

「
若
手
も
執
刀
の
機
会
が
多
い
」と
耳
に

し
た
整
形
外
科
へ
。実
際
は
そ
う
簡
単
で

は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、見
習
い
期
間
を
経

て
執
刀
医
と
し
て
経
験
を
重
ね
つつ
、「
自

分
に
で
き
る
こ
と
」を
模
索
し
て
いっ
た
。

「
整
形
外
科
と
いっ
て
も
、脊
椎
や
ス
ポ
ー

ツ
整
形
な
ど
、専
門
分
野
は
さ
ま
ざ
ま
。

多
く
の
症
例
に
向
き
合
う
な
か
で
、得
意

な
分
野
を
見
つ
け
る
ん
で
す
」。川
合
医

師
の
場
合
、そ
れ
が
人
工
関
節
だ
っ
た
。

「
気
持
ち
の
上
で
も
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
ね
。

術
前
は
痛
み
で
思
う
よ
う
に
動
け
な
か
っ

た
患
者
さ
ん
が
、術
後
は
自
由
に
身
体
を

操
れ
る
よ
う
に
な
る
。そ
の
、〝
良
く
な
っ

た
！
〞と
い
う
実
感
が
う
れ
し
く
て
」。

　
技
術
革
新
に
よ
っ
て
身
体
へ
の
負
担
が

減
り
、精
度
も
上
が
っ
た
人
工
関
節
手
術
。

た
だ
、ど
ん
な
に
典
型
的
な
症
例
で
も
、

川
合
医
師
が
や
る
と
決
め
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。そ
れ
は
、術
前
の
シ
ミュレ
ー
シ
ョン
。

「
ど
の
順
番
で
、ど
う
手
を
動
か
す
か
、

ひ
と
と
お
り
頭
の
中
で
や
って
み
る
。私
に

と
っ
て
は
、手
術
を
安
全
に
遂
行
す
る

の
に
欠
か
せ
な
い
準
備
の
ひ
と
つ
で
す
」。

意
外
に
も
、こ
の
習
慣
を
は
じ
め
た
の
は

ベ
テ
ラ
ン
に
な
って
か
ら
だ
と
打
ち
明
け
る

川
合
医
師
。「
新
人
医
師
は
、最
初
の
数

年
間
に
ゼ
ロ
か
ら
急
成
長
す
る
せ
い
で
、

つい〝
な
ん
で
も
で
き
る
〞と
思
い
が
ち
に
。

け
れ
ど
そ
の
後
、さ
ら
に
多
く
の
壁
に

ぶ
つ
か
り
、本
当
に
成
長
で
き
る
ん
で
す
」

と
、若
か
り
し
頃
の
自
分
に
苦
笑
い
。

　
多
く
の
経
験
に
よ
って
培
わ
れ
た
川
合

医
師
の〝
安
全
〞へ
の
思
い
は
、〝
進
化
〞と

並
ぶ
重
要
な
指
針
と
な
っ
て
い
る
。「
古
い

や
り
方
に
固
執
す
る
の
と
同
じ
く
ら
い
、

新
し
い
も
の
に
飛
び
つ
く
の
も
良
く
あ
り

ま
せ
ん
」。メ
ー
カ
ー
が〝
最
先
端
〞と
触

れ
込
ん
で
い
た
の
に
、結
局
は
淘
汰
さ
れ

た
器
具
も
。常
に
新
た
な
技
術
に
目
を
向

け
な
が
ら
も
、じ
っ
く
り
見
据
え
て
導
入

を
決
め
る
の
が
、こ
の
春
か
ら
川
合
医
師

が
率
い
る
当
院
の
整
形
外
科
の
モ
ッ
ト
ー

だ
。「
新
た
に
開
設
し
た〝
人
工
関
節
セ
ン

タ
ー
〞や〝
脊
椎
セ
ン
タ
ー
〞も
、よ
り
専
門

的
に
多
く
の
患
者
さ
ん
を
支
え
る
た
め
の

も
の
で
す
が
、決
し
て
数
だ
け
を
追
わ
な

い
よ
う
に
」。「
ま
ず
は
安
全
を
第
一に
、

一
人
ひ
と
り
に
確
か
な
施
術
が
で
き
る
こ

と
を
前
提
に
、コ
ツ
コ
ツ
症
例
を
積
み
重
ね

て
い
け
た
ら
」と
、静
か
な
が
ら
も
力
強
く

語
っ
た
。

患
者
さ
ん
の“
よ
り
良
く
”を
め
ざ
し
て
︑

人
工
関
節
の
スペシ
ャ
リ
ス
ト
へ
︒

整
形
外
科
部
長
兼
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部
長
兼
人
工
関
節
セ
ン
タ
ー
長

川
合  

準

視
野
を
広
げ
︑ア
ン
テ
ナ
を
立
て
︑

ス
キ
ル
や
知
見
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
︒

な
に
よ
り
も
安
全
に
︑

よ
り
良
く
生
き
る
支
え
に
︒

J
U
N
 
K
A
W
A
I

シ
リ
ー
ズ

ダ
イ
エ
ッ
ト
後
も
固
形
物
を
摂
る
の
は
20
時
ま
で
に
。

情
熱
の
白
衣
医
師
の
素
顔
●94

兵庫県出身。平成3年（1991年）京都大学医学部卒業。同大学大学院医学研究科を修了後、松江赤十字病院（島根県）に赴任。松江市内の玉造厚生年金病院（現JCHO玉造病院）に異動後、同院整形外科
部長、統括診療部長兼人工関節センター長を経て副院長に。令和７年（2025年）4月より当院整形外科部長、兼リハビリテーション科部長に着任。同年7月より人工関節センター長を兼任。

　
オ
リ
ー
ブ
は
香
川
県
で
多
く
栽
培
さ
れ
て
お
り
全
国
の
収
穫
量
の
９
割

近
く
を
占
め
、小
豆
島
は
国
産
オ
リ
ー
ブ
栽
培
発
祥
の
地
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
旬
を
迎
え
ま
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
の
実
の
色
の
違
い
は
、品
種
で
は
な
く
、成
熟
度
に
よ
る
も
の
で
す
。

若
い
う
ち
は
緑
色
を
し
て
い
ま
す
が
、徐
々
に
紫
色
と
な
り
、最
終
的
に
は
黒
色

に
な
り
ま
す
。緑
色
の
オ
リ
ー
ブ
は
渋
み
が
強
い
の
に
比
べ
、黒
色
ま
で
成
熟

す
る
と
甘
味
が
あ
り
、ま
ろ
や
か
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、成
熟
度
に
よ
っ
て
含
有
量
の
違
い
は
あ
り

ま
す
が
、抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ポ
リ
フェノ
ー
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、β‐

カ
ロ
テ
ン
、オ
レ
イ
ン
酸
な
ど
が
多
く
含
ま

れ
ま
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
の
実
は
収
穫
後
、塩
漬

け
や
オ
イ
ル
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
形

に
加
工
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、料
理
に

取
り
入
れ
や
す
い
食
材
で
す
。今
回

は
、オ
リ
ー
ブ
を
使
用
し
た
レ
シ
ピ

を
紹
介
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
試
し

く
だ
さ
い
。

●

栄
養
管
理
課
管
理
栄
養
士  

上
田
真
未

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

200kcal
1.5g
16.5g
12.7g
1.6g

■栄養成分（1人分）

オ
リ
ー
ブ
と
き
の
こ
の
マ
リ
ネ

食
だ
よ
り

秋

お
薬
の
名
前

　
先
日
テ
レ
ビ
で
、「
宅
急
便
」は
ヤ
マ
ト
運
輸
の
サ
ー
ビ
ス
商
標
で
、一
般

的
な
名
称
は「
宅
配
便
」で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。他
に
も
、「
セ
ロ

テ
ー
プ
」「
シ
ー
チ
キ
ン
」「
万
歩
計
」「
エ
レ
ク
ト
ー
ン
」な
ど
、当
た
り
前
に

使
って
い
る
商
品
名
は
意
外
と
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
医
薬
品
の
世
界
に
も
商
品
名
と一般
名
が
あ
り
ま
す
。例
と
し
て
、熱

や
痛
み
を
抑
え
る
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フェン
は一般
名
で
す
が
、あ
ゆ
み
製
薬
が

製
造
す
る
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フェン
製
剤
の
商
品
名
は「
カ
ロ
ナ
ー
ル
」で
す
。

名
前
の
由
来
は「
熱
や
痛
み
が
と
れ
て
軽
く
、楽
に
な
る
」と
い
う
意
味
で
、

「
カ
ロ（
軽
）ナ
ー
ル（
な
る
）」と
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
す
。一方
で
、久
光
製

薬
の「
ア
ル
ピ
ニ
ー
坐
剤
」、ヴ
ィ
ア
ト
リ
ス
製
薬
の「
ア
ン
ヒ
バ
坐
剤
」、テ
ル

モ
の「
ア
セ
リ
オ
静
注
液
」も
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フェン
製
剤
で
あ
り
、会
社
に

よ
って
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
名
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。薬
局
で
購
入
で
き

る
お
薬
と
し
て
、「
タ
イ
レ
ノ
ー
ル
」な
ど
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
と
て
も
や
や
こ
し
い
の
で
す
が
、紛

ら
わ
し
い
名
前
で
な
け
れ
ば
、基
本

的
に
は
販
売
す
る
会
社
が
独
自
に
決
め
る
こ
と
が

可
能
で
す
。と
は
い
え
、さ
ま
ざ
な
お
薬
の
名
前
が
乱
立

す
る
の
は
安
全
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、平
成
17

年（
２
０
０
５
年
）に
厚
生
労
働
省
か
ら
通
知
が
出
さ
れ
、

後
発
医
薬
品
は
、「
有
効
成
分
名
＋
剤
形
＋
含
量
＋
会
社

名
」で
統一さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ち
な
み
に
、カ
ロ
ナ
ー
ル
の
よ
う
に
効
能・効
果
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
お
薬
は
他
に
も
あ
り

ま
す
。例
え
ば
、血
圧
を
下
げ
る
お
薬
で
あ
る
ア
ム
ロ
ジ
ピ
ン
の
商
品
名
と
し
て「
ノ
ル
バ
ス

ク
」と
い
う
お
薬
が
あ
り
ま
す
が
、「N

orm
alize

V
ascular

（
血
管
を
正
常
化
さ
せ
る
）」

の
頭
文
字
を
と
って「N

orvasc

（
ノ
ル
バ
ス
ク
）」と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。「
リ
マ
チ
ル
」「
リ
ウ

マ
ト
レッ
ク
ス
」は
そ
の
名
前
か
ら
想
像
で
き
る
よ
う
に
、リ
ウ
マ
チ
の
治
療
薬
で
す
。下
剤
で

あ
る「
ヨ
ー
デ
ル
」は「
よ
う
出
る（
関
西
弁
？
）」か
と
思
い
き
や
、ス
イ
ス
の
ヨ
ー
デ
ル
の
爽
や

か
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
お
薬
の
名
前
は
複
雑
で
、名
前
が
違
う
の
で
別
の
お
薬
だ
と
思
っ
て
い
た
ら

同
じ
だ
っ
た
、な
ん
て
こ
と
が
あ
り
ま
す
。飲
ん
で
い
る
お
薬
に
つい
て
は
医
師
や
薬
剤
師
に

正
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

作り方

　「
人
の
役
に
立
ち
た
い
」「
自
立

し
た
女
性
と
し
て
生
き
た
い
」と
、

将
来
の
こ
と
ま
で
深
く
考
え
て
選

ん
だ
看
護
職
。入
職
後
は
ベ
テ
ラ
ン

の
先
輩
方
か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
わ
り
、

と
き
に
は「
厳
し
い
」と
思
う
指
導
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。け
れ
ど
振
り
返
れ

ば
、あ
の
頃
に
得
た
気
づ
き
や
身
に
つ
い
た

考
え
方
が
、今
の
私
が
め
ざ
す
看
護
の
礎
に

な
って
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
そ
れ
は
、例
え
ば「
シ
ー
ツ
が
乱
れ
て
い
た

ら
、で
き
る
だ
け
き
れ
い
に
伸
ば
し
直
す
」

「
患
者
さ
ん
が
自
分
で
動
け
な
い
と
き
、

髪
型
や
身
な
り
を
整
え
て
差
し
あ
げ
る
」

と
いっ
た
些
細
な
こ
と
。優
先
す
べ
き
業
務

に
追
わ
れ
て
つ
い
見
過
ご
し
が
ち
で
す
が
、患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
心
を
和
ら
げ
る
た
め
に
大
事
な
心
遣
い
で
す
。

指
導
の
際
に
先
輩
が
仰
っ
て
い
た
、

「
患
者
さ
ん
の
身
に
な
っ
て
考
え
て

み
て
」の
言
葉
と
と
も
に
、胸
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
病
院
に
長
く
お
ら
れ
る
患
者
さ

ん
は
、看
護
師
の一
挙
一
動
に
意
識
が

向
き
や
す
く
、そ
れ
ゆ
え
に
お
叱
り
を
受
け
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
、ま
だ
慣
れ
な
い
若
手
の
頃
に
、「
よ
く
が
ん
ば
っ
て

る
よ
」と
患
者
さ
ん
か
ら
励
ま
し
て
も
ら
っ
た
思
い
出
が
。

ま
た
、病
状
だ
け
で
な
く
日
常
的
な
会
話
を
心
が
け
る

こ
と
で
、「
話
す
の
が
楽
し
い
」と
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
も
。

患
者
さ
ん
に
心
を
救
わ
れ
、助
け
ら
れ
、こ
こ
ま
で
や
っ
て

こ
ら
れ
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。気
づ
け
ば
看
護
係
長

と
い
う
役
職
で
十
数
年
、こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
の
教
え
に

自
身
の
経
験
を
重
ね
て
、自
分
な
り
の「
心
か
よ
う
看
護
」

を
若
い
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大阪府出身。平成13年（2001年）大阪赤十字病院に入職。整形外科をはじめ、多数の診療科を経験し、
平成22年（2010年）より看護係長に。令和5年（2023年）より再び整形外科を担当。

しめじ、まいたけは石づきを切り落とし、
手でほぐす。マッシュルーム、しいたけは軸
を切り落とし、薄切りにする。エリンギは
２～３㎝程度の食べやすい大きさに切る。

小さな気づきや心遣いの大きさを、
先輩や患者さんから教わった。

20g
20g
20g
20g
20g
20g

しめじ
まいたけ
マッシュルーム
しいたけ
エリンギ
オリーブ（種抜き・スライス）

材料（2人分）

趣味は野球観戦。なんと部長と同じ
球団ファンであることが発覚！

1

耐熱容器に①を入れ、ラップをかけて全体
がしんなりするまで500Ｗの電子レンジで
２分程度加熱する。レンジから取り出し、
粗熱がとれたら、ペーパータオルなどで
水気を切っておく。

2

ボウルにオリーブオイル、酢、砂糖、塩、
こしょうを入れ混ぜ合わせ、マリネ液を
つくる。

3

③にオリーブと②を入れ、全体がなじむ
ように和え、冷蔵庫で冷やす。

マリネ液はきのこ類が温かい
うちに和えると、味がしみこみ
やすくなります。

4

関西に戻り、阪神ファン同志
の息子と通いやすくなった甲
子園を満喫。

※写真は1人分

大さじ２
大さじ２
大さじ１

小さじ1/2
少々

旬を味わう

オリーブオイル
酢
砂糖
塩
こしょう

きのこの種類は
お好みでお選びください。

マリネ液

POINT

あ
れこ
れ

5 4
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登録医
紹介

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

か か り つ け 医 をもちましょう

【特長】当院は令和６年５月に東成区民センター前に移転開業しました。循環器
専門医、心臓リハビリテーション指導士としての知識を活かし、心不全、狭心症、
心筋梗塞、弁膜症、不整脈などの循環器疾患、その原因となる高血圧、糖尿病、
脂質異常症の管理を積極的に行っています。また機能強化型在宅療養支援診療
所でもあり、地域のクリニックや病院と連携し、訪問診療にも力を入れています。
終末期の方の看取りも可能です。

【地域の皆さまへ】当院ではレントゲン、心電図、超音波（頸動脈、心臓、腹部、末梢
血管）、動脈硬化検査、ホルター心電図、睡眠時無呼吸検査、呼吸機能検査が
可能です。生まれ育った愛着のある地域の皆様が、生涯を通じて健康に過ごせる
よう、患者様に応じた医療の提供に努めています。地域の行事にも出来る限り
参加させていただき、交流をもつよう努めています。どんなことでもよいのでお気
軽にご相談ください。

おおば内科クリニック
な い　 か か   の う   い  い ん

▶大庭院長

▲院内

加納医院

国際医療救援部

内科・小児科・消化器内科

・ 院　長／大庭 宗夫
・ 住　所／大阪市東成区大今里西2-16-9 2階
・ 電　話／06-6971-2910
・ 往　診／有 　・ 訪問診療／有　 
・ リハビリ／無
・ 診療時間

内科・循環器内科

■休診日／日曜日、祝日

月 火　 水 木 金　土
８：３０～１２：３０午前

午後

外　　来

１７：００～１９：００

【特長】当クリニックは、先代の父が内科・産婦人科の診療所として開院して以来、約
70年にわたり地域の皆さまの健康を支えてまいりました。平成21年に私が引き継い
でからは、内科、小児科、消化器内科を標榜し、専門性を高めています。肝臓専門医、
消化器専門医としての知識と経験を活かし、肝臓や消化器疾患の診療に力を入れて
います。特定健診や会社健診の結果を丁寧に拝見し、必要最低限の検査と服薬を心
がけることで、患者さまへのご負担を減らし、最適な医療を提供できるよう努めてい
ます。より高度な検査や治療が必要な場合には、高次医療機関との密な連携により、
迅速かつ適切な医療を受けていただける体制を整えておりますのでご安心ください。

【地域の皆さまへ】院内はフルフラットになっており、ベビーカー、シルバーカー、車椅
子をご利用の方もスムーズにお入りいただけます。乳幼児から高齢者の方まで、各種
予防接種も行っています。「こじんまりとしたクリニック」ではありますが、患者さま一人
ひとりに寄り添ったきめ細やかで柔軟な対応を心がけ、地域に根ざした「かかりつけ
医」として、皆さまの健康をサポートします。どんなことでもお気軽にご相談ください。

・ 院　長／加納 東彦
・ 住　所／大阪市中央区玉造1丁目11-3
・ 電　話／06-6762-3618
・ 往　診／無 　・ 訪問診療／無　 ・ リハビリ／無
・ 診療時間

■休診日／日曜日、祝日

月 火　 水 木 金　土
９：００～１２：３０午前

午後

外　　来

１６：００～１９：００

▶加納院長

▲外観

ご案内
からの

がん診療センター

TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126
syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

がん相談支援センター
本館２階 患者相談窓口

　「
が
ん
に
な
っ
た
。同
じ
よ
う
に
が
ん
に
向
き

合
っ
て
い
る
人
の
話
を
聴
い
て
み
た
い
」「
家
族
が

が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
と
は

「
が
ん
サ
ロ
ン
〜
ク
ロ
ス
カ
フ
ェ
〜
」を

ご
存
知
で
す
か

が
ん
に
な
っ
た
が
ど
ん
な
風
に
声
を
か
け
て
い
い

の
か
悩
む
。が
ん
患
者
本
人
の
気
持
ち
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み
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い
」こ
ん
な
こ
と
を
思
わ
れ
た
経
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は
あ

り
ま
せ
ん
か
。当
院
で
は
、「
が
ん
サ
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ン
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ロ

ス
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フ
ェ
〜
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定
期
的
に
開
催
し
、当
院
に
か
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って
い
る
が
ん
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
が
集

ま
って
交
流
す
る
場
を
提
供
し
て
い
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す
。

　
年
４
回（
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月
・９
月
・
12
月
・３
月
の
第
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水
曜
日
）11
時
か
ら
12
時
に
、当
院
２
階
ボ
ラ
ン
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ィ
ア
室
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。開
催
時
期
に

つい
て
は
、変
更
と
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、日
程

や
詳
細
は
、院
内
掲
示
ポ
ス
タ
ー
や
当
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
に
て
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
毎
回
、３
名
か
ら
５
名
程
度
の
申
し
込
み
が

あ
り
、複
数
回
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も
い
れ
ば
、

初
参
加
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。が
ん
患
者
さ
ん

ご
本
人
の
参
加
が
多
い
で
す
が
、ご
家
族
の
参
加

も
あ
り
ま
す
。「
個
人
の
気
持
ち
や
意
見
を
尊

重
す
る
」「
お
互
い
聞
き
上
手
に
な
る
」と
いっ
た
、

サ
ロ
ン
の
ル
ー
ル
を
皆
さ
ん
守
っ
て
和
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
で
交
流
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

参
加
さ
れ
る
方
全
員
が
安
心
し
て
交
流・対
話

で
き
る
よ
う
、サ
ロ
ン
に
は
が
ん
診
療
サ
ポ
ー
ト

部
門
の
相
談
員
も
フ
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シ
リ
テ
ー
タ
ー（
中
立
的

な
立
場
で
話
の
流
れ
を
整
理
し
た
り
進
行
し
た

り
す
る
役
割
）と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
自
分
の
気
持
ち

を
家
族
以
外
の
人
に
聞
い
て
も
ら
っ
て
気
持
ち

が
ほ
こ
ろ
ん
だ
」「
明
る
い
前
向
き
な
気
持
ち
に

な
っ
た
」と
いっ
た
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
が
ん
患
者
さ
ん
と
そ
の
ご
家
族
に
と
っ
て
、

ほっ
と一息
つ
け
る
場
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

今
後
も
引
き
続
き
開
催
し
て
い
き
ま
す
。皆

さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

がん診療サポート
部　門

vol.1
患者さんと家族に寄り添い、
最適・最善のがん診療を、
医療チームで支えます。

　
当
院
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
は
、国
の
指
定
に

よ
る
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
、

が
ん
診
療
を
病
院
の
中
核
事
業
と
位
置
づ
け
、

が
ん
診
療
に
求
め
ら
れ
る
総
合
的
な
診
療
体

制
や
チ
ー
ム
医
療
を
充
実
さ
せ
、横
断
的
な

対
応
が
で
き
る
よ
う
、が
ん
診
療
を
統
括
す

る
目
的
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。が
ん
診
療
部

門
、遺
伝
診
療
部
門
、が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
部
門
、

緩
和
ケ
ア
部
門
、が
ん
診
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サ
ポ
ー
ト
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門
、

が
ん
登
録・統
計
部
門
の
６
部
門
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。今
号
よ
り
、各
部
門
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さ
ま
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ま
な
内
容
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お
伝
え
し
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い
き
ま
す
。

　
今
回
は
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ん
の
治
療
や
療
養
生
活
に
関

す
る
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問
や
相
談
に
対
応
し
、が
ん
に
関
す
る
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ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る「
が
ん

診
療
サ
ポ
ー
ト
部
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」か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。
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令和7年（2025年）７月７日～18日

●研修にあたって
　７月７日～18日までの2週間、シエラレオネの小児専門の
三次病院であるフリータウン小児医療センターから研修員
の方々が当院に来られました。看護副部長など看護管理者
の方が8名、医療機器管理を行う技師の方が1名、医療機器
委員会の委員長をされている薬剤師の方が1名、総勢10名
でした。
　西アフリカに位置するシエラレオネは最貧国のひとつで
あり、5歳以下の乳幼児死亡率がもっとも高い国です。日本
の5歳以下の乳幼児死亡率は出生1,000人あたり約2です
が、シエラレオネではその50倍以上の104.7となっています。
小児専門の三次病院は、この小児医療センターが唯一と
なっています。基本的に、他の病院からの搬送を受け入れて
治療するのですが、搬送が遅れたり、適切な応急的治療が
行われないまま搬送されてきたりすることもあり、重症の
子どもが多く入院しています。研修員は「シエラレオネの
医療や看護の質を向上させるのは、自分たちの役割だ」と
いう強い責任感を持っています。小児医療センターの看護
や医療機器管理の質の向上はもちろんのこと、地方での
トレーニングのファシリテーターとしても多くの職員が出向
いています。

●研修で得た多くの体験を自国で活かす
　研修員は今回の研修で、できるだけ多くのことを体験し、
学んで帰りたいと熱心に取り組んでいました。新生児集中
治療室、小児病棟、手術室、外科病棟、医療機器管理セン
ターや大手前整肢学園などを中心に研修しました。シエラ

レオネと日本の医療環境は大きく異なります。シエラレオネ
では、日本で簡単に入手できるものもなかなか入手できま
せん。5歳以下の子どもの治療費は無料と国策で決定して
いるのですが、国から割り当てられている予算は非常に乏し
く、必要な薬剤や医療消耗品の購入もままなりません。また、
検査の試薬も購入できないなど、ないないづくしといえます。
日本で用いている医療資材を用いての点滴や胃管チューブ
の固定や、未熟児のポジショニングなどのデモンストレー
ションや演習を体験し、その技術や方法を自国でどう取り
入れていくのか、現実的に何を取り入れることができるのか
を真剣に検討していました。
今回一緒に来られた薬剤師の方は、薬剤部にて日本の

薬剤師の役割などを見ていただきました。また、院外の調剤
薬局にもご協力いただき、地域の調剤薬局の役割なども
見せていただきました。シエラレオネの薬剤師の方は、多様
な仕事内容とその質の高さに非常に感銘を受けておられ
ました。入院されている患者さんにも、実際に処置やケアを
見学させていただくなど多くのご協力をいただきました。
深く感謝申し上げます。
　当院から看護師1名がシエラレオネに
定期的に渡航し、現地で研修員の
方々の取り組みを支援しています。
昨年の研修で得た学びは、現地で
徐々に形作られてきています。今年
度は、さらに学びをステップアップ
させ、医療・看護の質の向上につなげ
ていきたいと思います。

1

大手前整肢学園での研修の様子

2 3

4 5 6

昨年に続き、今年もシエラレオネから研修員の方々が当院に来られました。
今回2回目となった研修の様子をレポートします。

から、当院に研修員の方が来られました

1：集合写真（最終日）　2・3：薬剤部にて　4：未熟児のポジショニング演習　5：医療機器を使った研修の様子　6：最終プレゼンの様子
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登録医
紹介
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逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

か か り つ け 医 をもちましょう

【特長】当院は令和６年５月に東成区民センター前に移転開業しました。循環器
専門医、心臓リハビリテーション指導士としての知識を活かし、心不全、狭心症、
心筋梗塞、弁膜症、不整脈などの循環器疾患、その原因となる高血圧、糖尿病、
脂質異常症の管理を積極的に行っています。また機能強化型在宅療養支援診療
所でもあり、地域のクリニックや病院と連携し、訪問診療にも力を入れています。
終末期の方の看取りも可能です。

【地域の皆さまへ】当院ではレントゲン、心電図、超音波（頸動脈、心臓、腹部、末梢
血管）、動脈硬化検査、ホルター心電図、睡眠時無呼吸検査、呼吸機能検査が
可能です。生まれ育った愛着のある地域の皆様が、生涯を通じて健康に過ごせる
よう、患者様に応じた医療の提供に努めています。地域の行事にも出来る限り
参加させていただき、交流をもつよう努めています。どんなことでもよいのでお気
軽にご相談ください。

おおば内科クリニック
な い　 か か   の う   い  い ん

▶大庭院長

▲院内

加納医院

国際医療救援部

内科・小児科・消化器内科

・ 院　長／大庭 宗夫
・ 住　所／大阪市東成区大今里西2-16-9 2階
・ 電　話／06-6971-2910
・ 往　診／有 　・ 訪問診療／有　 
・ リハビリ／無
・ 診療時間

内科・循環器内科

■休診日／日曜日、祝日

月 火　 水 木 金　土
８：３０～１２：３０午前

午後

外　　来

１７：００～１９：００

【特長】当クリニックは、先代の父が内科・産婦人科の診療所として開院して以来、約
70年にわたり地域の皆さまの健康を支えてまいりました。平成21年に私が引き継い
でからは、内科、小児科、消化器内科を標榜し、専門性を高めています。肝臓専門医、
消化器専門医としての知識と経験を活かし、肝臓や消化器疾患の診療に力を入れて
います。特定健診や会社健診の結果を丁寧に拝見し、必要最低限の検査と服薬を心
がけることで、患者さまへのご負担を減らし、最適な医療を提供できるよう努めてい
ます。より高度な検査や治療が必要な場合には、高次医療機関との密な連携により、
迅速かつ適切な医療を受けていただける体制を整えておりますのでご安心ください。

【地域の皆さまへ】院内はフルフラットになっており、ベビーカー、シルバーカー、車椅
子をご利用の方もスムーズにお入りいただけます。乳幼児から高齢者の方まで、各種
予防接種も行っています。「こじんまりとしたクリニック」ではありますが、患者さま一人
ひとりに寄り添ったきめ細やかで柔軟な対応を心がけ、地域に根ざした「かかりつけ
医」として、皆さまの健康をサポートします。どんなことでもお気軽にご相談ください。

・ 院　長／加納 東彦
・ 住　所／大阪市中央区玉造1丁目11-3
・ 電　話／06-6762-3618
・ 往　診／無 　・ 訪問診療／無　 ・ リハビリ／無
・ 診療時間

■休診日／日曜日、祝日

月 火　 水 木 金　土
９：００～１２：３０午前

午後

外　　来

１６：００～１９：００

▶加納院長

▲外観

ご案内
からの

がん診療センター

TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126
syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

がん相談支援センター
本館２階 患者相談窓口
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●研修にあたって
　７月７日～18日までの2週間、シエラレオネの小児専門の
三次病院であるフリータウン小児医療センターから研修員
の方々が当院に来られました。看護副部長など看護管理者
の方が8名、医療機器管理を行う技師の方が1名、医療機器
委員会の委員長をされている薬剤師の方が1名、総勢10名
でした。
　西アフリカに位置するシエラレオネは最貧国のひとつで
あり、5歳以下の乳幼児死亡率がもっとも高い国です。日本
の5歳以下の乳幼児死亡率は出生1,000人あたり約2です
が、シエラレオネではその50倍以上の104.7となっています。
小児専門の三次病院は、この小児医療センターが唯一と
なっています。基本的に、他の病院からの搬送を受け入れて
治療するのですが、搬送が遅れたり、適切な応急的治療が
行われないまま搬送されてきたりすることもあり、重症の
子どもが多く入院しています。研修員は「シエラレオネの
医療や看護の質を向上させるのは、自分たちの役割だ」と
いう強い責任感を持っています。小児医療センターの看護
や医療機器管理の質の向上はもちろんのこと、地方での
トレーニングのファシリテーターとしても多くの職員が出向
いています。

●研修で得た多くの体験を自国で活かす
　研修員は今回の研修で、できるだけ多くのことを体験し、
学んで帰りたいと熱心に取り組んでいました。新生児集中
治療室、小児病棟、手術室、外科病棟、医療機器管理セン
ターや大手前整肢学園などを中心に研修しました。シエラ

レオネと日本の医療環境は大きく異なります。シエラレオネ
では、日本で簡単に入手できるものもなかなか入手できま
せん。5歳以下の子どもの治療費は無料と国策で決定して
いるのですが、国から割り当てられている予算は非常に乏し
く、必要な薬剤や医療消耗品の購入もままなりません。また、
検査の試薬も購入できないなど、ないないづくしといえます。
日本で用いている医療資材を用いての点滴や胃管チューブ
の固定や、未熟児のポジショニングなどのデモンストレー
ションや演習を体験し、その技術や方法を自国でどう取り
入れていくのか、現実的に何を取り入れることができるのか
を真剣に検討していました。
今回一緒に来られた薬剤師の方は、薬剤部にて日本の

薬剤師の役割などを見ていただきました。また、院外の調剤
薬局にもご協力いただき、地域の調剤薬局の役割なども
見せていただきました。シエラレオネの薬剤師の方は、多様
な仕事内容とその質の高さに非常に感銘を受けておられ
ました。入院されている患者さんにも、実際に処置やケアを
見学させていただくなど多くのご協力をいただきました。
深く感謝申し上げます。
　当院から看護師1名がシエラレオネに
定期的に渡航し、現地で研修員の
方々の取り組みを支援しています。
昨年の研修で得た学びは、現地で
徐々に形作られてきています。今年
度は、さらに学びをステップアップ
させ、医療・看護の質の向上につなげ
ていきたいと思います。

1

大手前整肢学園での研修の様子

2 3

4 5 6

昨年に続き、今年もシエラレオネから研修員の方々が当院に来られました。
今回2回目となった研修の様子をレポートします。

から、当院に研修員の方が来られました

1：集合写真（最終日）　2・3：薬剤部にて　4：未熟児のポジショニング演習　5：医療機器を使った研修の様子　6：最終プレゼンの様子

7 6
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大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

大阪赤十字病院の理念

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
病院のご案内

https://www.osaka-med.jrc.or.jp

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和7年10月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111■お問い合わせ （代表）
大阪赤十字病院

https://www.jrc.or.jp赤十字全般

LINE

初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０ 再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５

診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。

土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、一部を制限しています。

保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。また、変更・更新の際は必ずご提出ください。■保険証等
■ご 面 会
■診 察 券
■休 診 日

随時配信中！
フォローしてね友だち登録してね

当院は
敷地内全面
禁煙です
ご理解とご協力を
お願いします。

サンリオから
車椅子の寄贈がありました

news

株式会社サンリオがかねてより「One
World, Connecting Smiles.」のビジョン
のもと実施している「Sanrio Nakayoku
Project（世界中に笑顔を届ける社会貢献
活動）」の一環として、サンリオキャラクター
のデザインを付
した車椅子47台
を日本赤十字社
へご寄贈いただ

き、当院に１台整備されました。
　サンリオの「小児医療に役立ててほしい」という
意向に基づき、小児病棟である８階B病棟に設置
しています。

放射線治療用リニアックが
更新されました

放射線治療科

　放射線治療機器「リニアック」が更新
され、リニアック室の内装も新しくなり、
より快適に放射線治療を受けていた
だけるようになりました。また、治療
計画専用CTの導入により撮影の待ち
時間が大幅に短縮され、患者さんの
負担が軽減されます。
新機能としては６軸ベッドを導入、

脊椎転移に対する定位照射ができる
ようになりました。少ない数の転移に
限定されますが、２ー５回の照射で大
線量を投与できるため、通院回数を
減らしながら同時に疼痛緩和や局所
制御が得られやすくなります。多発性

脳転移に対してはハイパーアークを導入。今まで院内でできなかった脳
転移に対する定位照射により、副作用が少なく腫瘍縮小効果の高い治療
ができます。今まで以上に患者さんにやさしく、より効果の高い放射線
治療を提供していきます。

第15回 親と子の防災体験セミナー
「災育　　 」を開催します

　「災育」は親子で参加できる防災体験イベントです。
　開催日時は12月7日（日）10:30～15:00。小学4～6年生とその保護者
250組程度を募集します。参加費無料。申込開始は10/1(水)からです。
下記のURLまたはQRコードより申し込み可能です。
　今回、初めて冬に開催します。昨年は
260組の申し込みがあり、応急手当や
避難所体験が好評でした。今年も起震
車や白バイ、自衛隊車両の展示、VR
体験などを予定しています。家族で楽し
みながら“もしも”に備えましょう。詳細
は病院ホームページをご確認ください。
皆さまのご参加をお待ちしています。

event

参加受付申し込み
はこちらから

次回の定例イベントはスプリングコンサートを予定しています。
ぜひご来場ください。（詳細は当院公式Instagram、LINEなどでお知らせします。）

→

（さいいく）

セプテンバーコンサートを開催しましたevent
▲昨年度の災育の様子

　９月６日(土)、定例イベント
「セプテンバーコンサート」を
開催しました。今回は三部構
成で、第一部では当院の畔柳
薬剤師が所属するアンサン
ブルグループ『miniDra』の
皆さんに、「スペクタキュラ
ー・ディズニー・メドレー」や
「いのちの歌」、「EARTH BEAT～大地の鼓動」、「エンターテイナー」をエレク

トーン、ピアノ、アルトサックスで、多くの方々の心に
響く素敵な演奏を披露していただきました。
　第二部では、日本赤十字社大阪府支部芸能奉仕団
のキタノ大地さんによる「マジックショー」で、お子さ
まからお年寄りまで驚きと感動を届けていただきま
した。

　第三部では、同支部芸能
奉仕団の遥ゆきさんによ
る歌謡ショー。昭和の懐か
しいメドレーなどを披露し
ていただき、笑顔と手拍子
が会場を包みました。

無機抗菌剤・印刷・印刷面
JP0122518A0001V

特　集

食だより〈秋〉オリーブときのこのマリネ／お薬ミニ知識  お薬の名前あれこれ
がん診療センターからのご案内／かかりつけ医をもちましょう

シエラレオネから、当院に研修員の方が来られました／Topics Box ニュース＆イベント

「脊椎センター」と「人工関節センター」を新たに開設しました！

整形外科部長  JUN KAWAI川合  準 ／ 看護係長 中西 庸子
／看護師レポートシリーズ 情熱の白衣 医師の素顔●94

アンサンブルグループ『miniDra』アンサンブルグループ『miniDra』

キタノ大地さんキタノ大地さん

遥ゆきさん遥ゆきさん

https://forms.gle/
　　  SWQAR2ouQJEXN4iV9

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和7年10月発行　第94号1 8
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